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１次評価 Ｃ ２次評価 Ｃ ３次評価 Ｃ 

 

■生涯学習の講座や「まちかど講座」の実施をとおして学習活動を支援した。 

■生涯学習情報システムや「生涯学習お役立情報」の提供など幅広い情報を提供した。 

■生涯学習推進員による生涯学習相談を実施した 

■市民企画提案型事業やＰＣボランティアへ支援を行なった。 

■ＰＴＡ指導者や女性学習団体への助成や研究集会等を開催した。 

「指標２・３」については、施策目的の成果の状況を把握できるような指標を設定したい。 

「指標４」のＰＴＡ家庭教育事業実施率については、平成２０年度目標値を達成することができた。こ

のことにより、多くの小中学校で家庭教育の啓発を実施することができたものと考える。今後も目標値

達成のため事業説明会の実施などに取り組んでいきたい。 

市民の様々な学習活動を支援するため、学習施設や講座、指導者に関する情報を提供し、幅広い学習

活動の相談体制に応じることのできるよう努めています。 

また、社会教育関係団体の活動支援や指導者育成などの支援を行い、団体の育成を図るとともに、団

体間や地域で活動しているグループとの交流を促進するなど、団体活動の活性化を目指しています。 

１ 施策の目的 

２ 取組み（目的達成するため、課題解決に向けて取り組んだ内容・事業） 

３ 実績値の分析（目標値に対する実績値について、取組み内容の効果・成果を分析する） 

４ 平成２０年度評価結果（３次評価での指摘事項及び意見） 

◆「講師の稼働率」など施策目的の成果の状況を把握できる指標を設定する必要がある。 

◆課題に対する解決策に具体性がない。具体策を検討し記入すること。 



 

 

改善項目 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

①成果指標の設定                   

     ●             

「まちかど講座メニュー利用率」の設定 
 

 

 
   設定             

                  
基準値・目標値の検討・設定 

                  

     ●             「社会教育関係団体が実施する研究大

会、研修会等への参加者割合」の設定      設定             

                  
基準値・目標値の検討・設定 

                  

②課題と解決策の検証                   

 

 
  

  
 

 
  

  
       

市民主体の市民講座の創造 
（市民の学習した成果を活かし、自ら学

びを提供できる仕組みを構築する。） 

 

 

 

 

     

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 
 
「家庭教育啓発事業」について事業結

果をまとめ次年度以降に反映させる。 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【21 年度事業の
決定】 

【研究の 
中間報告】

平成 20 年 平成 21年
５ 改善に向けたスケジュール 

平成 22 年 

専門研究員による研究 
の実施、まとめ 【研究結果を 

市長へ提言】

【21 年度事業の
検討、予算要求】 

施策反映へ向けた 
事業の検討 

【提言を受けた 
事業の先行実施】

委託事業の報告 報告書作成 先進事例公開 先進事例を反映した新規事業

委託事業の報告 報告書作成 


